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１．研究成果の概要 

関東地方の太平洋側の地域の旧国名での安房国、上総国、下総国、常陸国、磐城国に該当する千葉県、茨城県

および福島県いわき市の神社の分布を各県などの神社誌から調査し、分布図を作成した。特に、利根川を挟ん

だ下総国と常陸国の神社に着目し、地形分類図との主題図を作成して詳細に検討を実施した。本地域では神社

は高台であるローム台地上の多く分布するが、低湿地である三角州性低地にも多く立地していることが明らか

となった。また、下総国の一宮である香取神宮、常陸国の一宮である鹿島神宮に関係する香取神社と鹿島神社

の分布から、利根川左岸地域には鹿島神社が多く、利根川右岸地域には香取神社が多く分布していることが明

らかとなった。歴史が古い式内社は、東京湾沿岸の神社を除くと高台のローム台地上に立地しているものが多

く、古代には災害に対して強い場所に神社を建設していた可能性が高いと思われる。 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

なし 

 

【著書・論文（査読なし）】 

神社の立地と地形および災害との関係に関する研究 常陸国と下総国の事例、国府台経済研究、第 32 巻第 1

号、49−63、2023 

 

【学会発表等】 

未定 

 

 

３．主な経費 

各地域の神社誌の購入費用 
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